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ーこ総診状
ーの額件況
の八うは
千ち‘-‘-、
四七

ヽ． 

、-

四五
し担六四

三件
O l上千で

、-計

は、＼、

り

J

四

、

九

八
％
増
）
と
な
っ
た
。

四
三
年
度
は
、
一
一
、
四
三

0
円
（
一

五
％
増
）
の
見
込
み
で
あ
り
、

―
二
、
九
六
五
円
（
見
込
）

低
め
と
な
っ
て
い
る
。

よ
り
や
や

冒几

ま

し

ょ
へ
つ

う
ち
、

0
％
は
皆

さ

ん

が

の

窓

口

で

支

払

っ

て

い

ま
す
が
、
七

0
％
は
町
が
各
々
の
医
療

機
関
へ
毎
月
支
払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
の
財
源
は
、
国
の
補
助
金
等
と
保

険
税
を
充
て
る
他
あ
り
ま
せ
ん
0

医
療

費
総
額
の
四

0
％
は
国
庫
負
担
金
と
し

て
、
又
約
五
％
が
調
整
交
付
金
と
し
て

交
付
さ
れ
る
の
で
、
残
る
二
五
茄
が
保

険
税
と
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
被
保
険
者
の
受

費
の
増
加
は
、
保
険
税
の

つ
な
が
り
ま
す
。
は、

み
で
す
。

一
人
当
り

し

た

が

っ

．

保

険

者

負

相

[

平

等

割

□四
帯
当

三

―

｀

六

―

[

右

に

よ

り

算

出

し

円
に
の
ぼ
る
：
で
に
課
税
し
た
第
一

み

で

す

。

差

引

い

た

金

額

を

、

八

月

）

そ
の
う
ち
国
〗
第
三
期
(
+
月
）
、
期
(
+
一
月

Jヽ

担
壷
等
と
し
）
及
び
第
五
期
（
一
~
に
分
け
て
課
．

2
 

い
表

三

、

二

哀

し

ま

す

。

円

が

交

付

さ

れ

た

と

え

ば

、

年

税

―

一

、

二

0
0円

lj

・
ロ
IJ

の
で
、
残
る
一
ご
と
な
っ
た
世
帯
の
堀
＾
第
一
期
分
と
｀
（

五

0
0千
円
を
保
；
し
て
二

0
0
円
が
す
に
課
税
さ
れ
て
[
況

険
税
と
し
て
徴
収
•
お
れ
ば
、
第
二
期
以
降
の
税
額
は
、
各
i
'

i

算
~
決

し
な
け
れ
ば
な
り
佃
加
二
五

0
円
と
な
り
ま
す
。

t
 

云
口

ま
せ
ん
。
~

昨
年
度
当
初
調

i
0保
険
税
額
の
調
整
~
会

件
、
・
定
額
一
、

0
0
0
千
円
に
比
ベ
一
五
~
~
保

}
国

'
八
月
に
決
定
さ
れ
た
保
険
税
は
、
年

/
％
増
と
な
り
ま
す
t
1

~
度

J
4
-
i
f
1
,
i
r
1文
か
ー
｀

‘f 

＂
）
件
で
二
『

~
受
年
間
一
人
平
均
四
件
で
・
中
途
に
お
け
る
転
入
、
転
出
、
出

i
i

年

十
四
と
な
死
亡
に
よ
る
被
保
険
者
の
異
動
に
~

拿

2

＇

）

。

は

調

整

さ

れ

ま

せ

ん

が

、

他

の

[

4

し
た
り
、
他
の
保
険
か
ら
-
和

し
た
と
き
、
又
は
世
帯
全
[
昭

た
と
き
は

す
。

八はみ
％外る

と来と
なが医
-・・・・・・・・" 

及費
に
対
し
て
も
交

付
さ
れ
ま
す
。

肱

川

町

の

は

、

毎

年

減

少

し

て

い

る

が

、

は

、

四

0
千
円
で
あ
っ
た
が
、
四
二
年
度
は
、
四
一
、
四
六
三
千
円
~

一
年
度
三
七
、

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
四
三
年
度
に
は
、
自
然
増
と
医
療
点
数
改
訂
に
よ
る
増
加
で
[

四
六
、
二
三
二
千
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
保
険
税
率
が
引
上
げ
と
な
り
ま
し
た
C

者
一
人
当
っ
て
お
り
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
も
限
~

円
で
あ
り
、
・
定
さ
れ
、
は
、
毎
年
度
町
議
会
i

（

一

五

、

お

い

て

れ

ま

す

3

赤
字
決
算
{

と
な
れ
ば
、
当
然
[

翌
年
度
の
謁
定
額
[

に
加
算
さ
れ
る
結
[

と
な
り
ま
す
。
[

1) 

II 

うなぎのぼりに上がる医

/2 

費

／
 
2
 
3
 

ヽ，'

i, ＇，'’ ’ ｀ →＇．~•••一し~ 9 ~.. 

所
得
割

四
五一
ヽ

八八
〇四
笏伶
............. 

昭和

四
、
六

0
0

ー

四

年

腹

円
（
四
四
、

り）

L
 

発

B

肱

T

) I l 

は
、
別
た
医
療
点
数
改
訂
に
よ
る
増
加
分
が
加

叫

．
表
口
の
と
お
り
で
す
。
〗
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
引
上
げ
率
は
[

~
予
尊
に
お
い
て
は
、
の
推
計
全
体
的
に
は
医
科
に
お
い
て
は
七
、
六
"

入
色
歯
科
に
お
い
て
は
―
二
、
六
五
[

ま
す
。

は
、
直
年
の
実
；
力
と
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
十
二
月
か

外
、
歯
；
り
、
本
年
三
月
ま
で
の
当
町
の
実
績
は
そ

、
入
5

り
医
5

然
上
昇
一
人
当
り
九
三
一
円
で
あ
り
、
前
年
の
．

し
ま
ナ
本
年
度
・
七
五
四
円
に
比
べ
二
三
五
箱
増
と
な
~

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
、
●
っ
た
。

i

町
6

8

0

行

1

2

2ー

保
険
税
は
次
の
よ
う
に
賦
課
さ
れ
ま
[

す
。
印
所
得
割
と
し
て
、
四
二
年
中
の
所
．

得

顛

か

ら

十

一

ー

ー

、

額
に
左
の
税
率

回
資
産
割
と
し

に
左
の
税
率
を

と
し
て
、
左
の
蒟
額

3年度国保会計予算（別表 3)

〇
保
険
税
調
定
額
一
、

一
五

0
万
円
四

の
賦
課

支
‘
庫



は
保
険
税
が

令`、＇

9” 

.¥ 
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,
1
 

と
て
下
さ
い
。

ら

ゃ

ょ

う

／

被

無

し

て

む

ち

ゃ

な

ス

当

り

四

万

五

千

の

厭

因

と

な

る

こ

は

、

次

の

理

由

で

円

を

こ

え

な

い

世

帯

は

，

八

五

六

円

故

が

多

く

起

き

て

い

と

す

っ

と

一

人

に

つ

き

二

九

二

円

の

合

計

額

み

中

の

気

の

ゆ

る

み

な

ど

か

ら

‘

}

て

フ

レ

ー

キ

を

か

け

が
滅
額
さ
れ
ま
す
0

屯
の
半
故
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
3

に
ま
ら
な
い
。

合

衝

撃

力

が

強

く

死

た
と
え
ば
五
人
世
帯
の
場
合
、
所
得
最
近
の
事
故
を
分
析
し
て
見
ま
す
と

額
が
二
九
万
円
以
下
の
世
帯
は
、
二
直
大
半
故
の
ほ
と
ん
ど
は
暴
走
運
転
な

車

遠

転

に

大

き

な

影

。

ど

交

通

暴

力

に

よ

る

も

の

が

多

く

ま

た

三
一
六
円
が
滅
額
さ
れ
ま
す

回
前
年
中
の
所
得
が
十
一
万
円
以
下
こ
れ
か
ら
の
暑
さ
に
向
っ
て
ま
す
ま
す
●
響
を
与
え
ま
す
3

夏
は
暑
さ
の
た
め
と

く
に
疲
労
腹
が
高
く
、
過
労
で
注
意
カ

で
あ
る
世
帯
は
、
一
、
二
八
四
円
と
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
3

一
人
に
つ
き
四
三
八
円
の
合
計
額
が
そ
こ
．
で
八
月
は
こ
の
よ
う
な
事
故
を
が
散
漫
に
な
っ
た
り
活
動
機
能
が
低
下

な

く

す

た

め

に

：

し

て

居

眠

り

連

転

が

多

く

起

き

て

い

ま

減
額
さ
れ
ま
す
。

一
す
。

た
と
え
ば
、
所
得
額
が
十
一
万
円
以
．

0

暴
走
運
転
の
防
止

下
で
三
人
世
帯
の
と
き
は
、
二
、
五
．

0

過

労

運

転

の

防

止

・

◎

あ

く

び

が

出

は

じ

め

る

3

.i

◎
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
手
が
し
ぜ
ん
に

九
八
円
が
滅
額
さ
れ
ま
す
。

[

0

飲
酒
運
転
の
防
止

さ
が
る
。

~
0

字
童
・
幼
児
の
事
故
防
止
・

、
の
四
点
を
直
点
に
し
て
、
町
民
の
み
な
・
◎
片
手
ハ
ン
ド
ル
に
な
る
。

0
大
切
な

、
さ
ん
も
、
夏
を
明
る
＜
楽
し
く
す
ご
す
~
◎
マ
バ
タ
キ
が
多
く
な
る

3

キ

医
療
費
の
節
約
五
竺
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
交
通
門
~
◎
信
号
標
識
を
見
ま
ち
が
え
る
。

l

—
り
い
こ
ん
な
徴
候
が
見
え
た
ら
危
険
信
号
で

う
な
ぎ
の
ぽ
り
に
上
が
る
医
療
費
は
、
[

テ
3

連
転
を
一
時
中
止
し
て
ひ
と
休
み

九

月

は

迩

挙

人

名

簿

．

し

て

下

さ

い

。

各
地
で
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
~

て
医
痰
喪
の
節
納
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
-~

登
録
月
己
飲
酒
連
転
の
追
放

せ
ん
3

体

力

づ

く

り

は

、

先

ず

大

切

で

し

ょ

[

[

飲

酒

迎

転

は

自

殺

行

為

で

あ

り

殺

人

ぅ
3

．
九
月
は
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
月
で
二
行
為
で
も
あ
り
ま
す
。
酒
を
飲
ん
で
連

ミ

、

；

ぢ

満

二

十

オ

に

達

し

た

人

で

本

町

に

こ

転

を

し

な

い

と

い

う

こ

と

は

、

遥

転

車

一
人
一
人
力
病
気
の
早
期
発
見
、

が
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
3

乙
止
所
を
有
し
て
い
る
人
又
は
住
所
を
有
]
に
課
せ
ら
れ
た
も
っ
と
も
重
大
な
義
務

早
期
治
療
に
心

、
九
月
一
日
ま
で
こ
で
す
。
周
囲
の
人
も
p

運
転
す
る
人
に

}
 

、
各
種
予
防
注
射
を
＂
す
る
に
至
っ
た
人
ー

町
に
於
い
て
は

た
だ
く
よ
~
は
酒
を
飲
ま
さ
な
い
と
い
う
責
任
を
持

は
じ
め
、
成
人
病
検
診
、
ガ
ン
検
診
、
．
に
登
録
幻
申
し
出
を
し
て
い

丁
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
飲
酒
運
転

老
人
健
康
診
査
、
乳
幼
児
検
診
な
ど
、
；
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
四
よ
る
事
故
は
、
迎
転
車
の
自
覚
と
運

各
種
検
診
を
乎
均
―
―
一
日
に
一
回
実
施
し
~
三
箇
月
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
人

二
月
に
選
こ
転
車
以
外
の
人
達
の
理
解
と
協
力
が
な
＂

l
 

て
い
ま
す
0

：
は
、
今
回
そ
の
他
の
人
は
十

さ
ら
に
年
度
か
ら
衛
生
相
談
所
を

i挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

□
け
れ
ば
、
絶
対
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
~

3
 

国
す
~
せ
ん
。

各

地

域

で

設

し

て

い

ま

す
3

こ
の
よ
な
検
診
を
一
人
一
人
が
積
i

登
録
の
申
し
出
は
f

本
人
が
町
の
選
[
◎
飲
ん
た
ら
の
る
な
ヽ
の
る
な
ら
飲
i

に
る
よ
う
つ
と
め
る
こ
と
が
こ
挙
管
理
委
員
会
へ
印
鑑
し
て
行
~
む
な
。

＼
．
 

~
◎
の
る
人
に
は
飲
ま
せ
る
な
~

で

；

て

下

さ

い

。

．

0
保
険
税
の
減
額

あ

ぶ

な

い

眠

り

の
交
通
事
故
防
止
＞
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1ム。
6.0 

足

の他

ル゚プ

~2. 1 m 

cm上

3 9 1 16円70銭
43松パ）レプ

．． 

~2. 1 m 

虚上

円50銭

県森連しし

ける

1. 入札の月日

2 ， 

3. 

4. 

価

ース

8月7日

7 6 0ケ

1 7.5 o oKr; 

(K当り）
2,910円
2,310円
1,534円
600円

どんこ

u-) 時

こ

の

区

を

い
ま
す
が
、
九

に
着
手
し
来
年

定
で
す
3

、
こ
の
地
区
内

る
方
は
、
境
界

界
杭
を
十
月
末

：
ま
で
に
立
て
て
い
た
だ
く
事
に
な
っ
て

~
い
ま
す
。

i

今
ま
で
の
状
況
か
ら
み
て
境
の
は
っ

；
き
り
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
所
で
も
杭

〗
が
立
っ
て
い
な
い
と
間
違
っ
た
測
量
の

鳳
因
に
な
り
、
修
正
測
鑓
に
多
く
の
手

[
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
今
か
ら
早
目
に

箪
備
し
、
十
月
末
ま
で
に
は
全
部
終
る

：
ょ
う
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

[
尚
見
透
し
の
悪
い
所
等
に
お
い
て
樹

玉
の
小
枝
等
を
若
干
除
材
す
る
こ
と
が

：
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

、o

~
さ
し

i

だ
よ
り

の
地
籍
調

厨
尾を

一仄庫

．．．．．．．鼻•...．.，.．-・ • 9 -．.．J 
が魚 （四）と'
ことここい
のりどどう
よ‘ももこ
う水た

、うるな泳ち

すみ生なに
、よれ‘活どと
疲食て交が楽っ
くれ欲き通続してかい
なや不ま事くいはらま
っす振す故と鉗七守し
てく ‘3に次日ミるよ

行見 3 交な瞬 対第でとうう
った 漏り限 すにすり 3 0 
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町の人

口

生

亡
男

女

人

出

死

動態

1, 2 3 2人

5,331人

2,658人

2、67 3人

8人

5人


